
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 説明会概要 

歴史的な町並みが将来に向けて適切に保存され、有効に活用されることで守り伝えるため、文
化財保護法の「重要伝統的建造物群保存地区制度（重伝建）」を活用していきます。 
保存地区内の９町を対象に、２月７日から 18日に各町公会堂にて説明会を開催しました。 

説明会の概要と、当日いただきました主なご質問・ご意見に対する回答をお伝えします。 
 

 説明会の内容 

(1) 伝統的建造物群保存地区制度選定に向けた経過と現状について 

これまで制度導入に向けて伝統的建造物や町並み

の具体的な現況と歴史的文化価値の調査を進めきま
した。条例の制定や保存審議会にて伝建地区範囲や
修理・修景・許可基準の方針、補助制度・税制優遇措
置案等ご審議いただいてきました。 
また、保存地区範囲にお住まいの方々を対象に制

度内容や事業の経過と現状、都市計画変更等の説明
会を行ってきました。 

 

(2) 補助金、税制優遇の方針について 

補助金: 

種 類 対象建物 対象経費 補助率 限度額 

修 理 伝統的建造物 

（特定物件） 

増築、改築、移転、修繕及び模様替えに

要する経費の外観部分（耐震補強に係る

経費含む） 

80％ 

以内 

2,000 万円 

修 景 伝統的建造物（特定

物件）以外の建物 

新築、増築、改築、移転、修繕及び模様替

えに要する経費の外観部分 

60％ 

以内 

750万円 

税制優遇: 伝統的建造物である家屋及びその敷地の相続税評価額が３０％控除。 
 伝統的建造物である家屋の固定資産税及び都市計画税は非課税。 

 

(3) 修理修景及び許可基準方針について 

伝統的建造物群保存地区では、地区内の町並みを保存し、歴史的風致を維持・向上させるた

め、建築物等を新しく建てる場合や外観の変更を伴う改築や外壁の塗装など一定の行為を行う

場合には、行為の着手前に届出を行い、許可を受ける必要があります。 

重要伝統的建造物群保存地区制度(重伝建)選定に向けた町別説明会を開催しました 

の報告をいたします 
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基準方針一覧: 

基 準 対象建物 内  容 補助金 

修理基準 伝統的建造物 

（特定物件） 

歴史的特性に従い、現状維持もしくは復原 

伝統的な工法で外観修理を行い、保存維持します。 

修理 

補助 

修景基準 
伝統的建造物 

（特定物件）以外 

新築や増改築の際に、建造物の外観を周辺の歴史的な

景観に調和させます。基準に沿った修景が必要です。 

修景 

補助 

許可基準 地区の歴史的風致を損なわない最低限度の基準。 なし 

 

(4) 同意提出に向けた手続き対応について 

須坂市に代々受け継がれてきた町家、土蔵などを須坂市にしかない価値として保存活用して

いただくためにも、今後、特定物件所有者の皆様に市より事前に、同意依頼文書と同意書書面、

説明資料などを送付します。 

その後順次、職員が特定物件所有者のお宅に個別に訪問して制度説明の上、同意書を受け

取りにお伺いさせていただきます。 

 説明会で出た主なご質問・ご意見と回答 
 
ご質問・ご意見 回答  ご質問・ご意見 回答 
須坂市が選ばれ

るとはどのような
位置付け、評価さ
れているのか。 
蔵造りが評価さ

れているのか。 

須坂市の歴史的な町並みが国
の伝建制度に見合う地区である
ということで、国県より指導助
言をいただき、選定に向けてす
すめています。 
蔵造りの町並みは、市外県外

から訪れる方々からも、他にな
い規模が大きく良い町並みだと
評価されています。 

 現在ある景観
計画のルールと、
今後の重伝建の
新しいルールは
何が違うのか。 

現在既に、景観計画の景観育
成基準があります。 
重伝建選定後は、制度にのっ

とった須坂市の基準で文化財と
して建物を守っていく考え方に
なります。 
どちらにも該当する範囲に入

っていますと、両方の基準に沿
った対応となります。 

観光地にするの
でなく、保存活用
のための制度とい
うことだが、町並
みがきれいになれ
ば人が来て、歴史
的な建物を持つ人
の負担が続くので
は。 

国の重伝建制度を活用する一
番の目的は、歴史的町並みの次
世代への継承と考えています。
そのために、そこで生活が続け
られるよう対応していきます。 
選定後、重伝建地区を見に訪

れる方が多くなってきた場合
は、課題に対し関係する部署や
機関と協力し、対応してまいり
ます。 

伝統的建造物
以外の建造物の
修景で、予定範囲
内にある普通の
家は、蔵造り風に
変えると補助が
出るのか。 
 

蔵造りに似せた建物ではな
く、歴史的な建物と調和の取れ
た建物を新築・増改築していた
だくことで補助金の交付を受け
ることができます。 

同意をしなれば
何をやってもいい
のか。 

歴史的風致を著しく損なわな
いための一番基本となる許可基
準があり、同意に限らず範囲地
区内の建物に対する基準を守っ
ていただき、町並みを守ってい
きます。 

 予定範囲内に
は既に空き家が
たくさんある、
今後も活用して
保存すると言っ
ているが、大変
ではないか。 

この予定範囲内の歴史的価値
のある建物に魅力を感じ、店舗
や事業所で活用したい方が増え
てきています。そういった方々
へもお繋ぎできるよう、関係す
る方々とも協力し、所有者の方
と相談していきます。 

許可基準とは何
か。 

歴史的風致を著しく損なわな
いための一番基本となる基準で
あり、補助金の交付対象とはな
りません。 

 既に空き家が
たくさんあり、
活用して保存と
言っても大変で
はないか。 

歴史的建物に魅力を感じる移
住者等も増えています。そのよ
うな方々へお繋ぎできるよう、
関係する方々とも協力し、所有
者の方と相談していきます。 

 

 

 

重伝建選定に向けた町別説明会では、地域の皆様
からの率直なお声をたくさんお寄せいただきまし
た。ご出席いただき誠にありがとうございました。 
今後は特定物件の同意をいただきたく、職員が訪
問ご連絡させていただきます。ご理解並びにご協力
のほど、何卒よろしくお願いいたします。 
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